
～有明海の有用二枚貝類の整理と検討～

タイラギ

生物・水産資源・水環境問題検討作業小委員会

提出資料

1

資料２－１
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① 生息域（漁場における分布）
② 生息状況（密度、生残率、サイズ、成熟度など）
③ 漁業種類、漁獲場所、漁獲量・サイズ
④ 底質状態等漁場環境
⑤ 生態・食性・餌料生物
⑥ 幼生発生量・着底状況
⑦ 食害生物の状況
⑧ 対策技術（漁場改善、増殖）
⑨ その他（採捕規制等）

■小委員会で収集すべき項目（有用二枚貝）

赤字は収集できた資料を示す（タイラギ）



3

① 資源の近況に関する調査結果

② 資源低下要因に関する調査結果

③ 資源回復策の模索の結果

④ タイラギ等二枚貝減耗要因の構図

■ 収集した資料の概要（タイラギ）



平成１８年評価委報告書での指摘

①タイラギ長期的減少の要因：中西部漁場での底質環
境の悪化（泥化、有機物・硫化物の増加、貧酸素化）に
よる着底期以降の生息場の縮小

②タイラギ短期的減少の要因：北東部漁場での立ち枯
れ斃死とナルトビエイによる食害

③解明を要すること： 長崎県海域での減少要因、タイ
ラギ幼生の輸送状況に及ぼす潮流変化の影響、大量
斃死発生メカニズム



①中西部漁場での底質環境の悪化

平成１８年評価委報告書での指摘



②-1.北東部漁場での立ち枯れ斃死

平成１８年評価委報告書での指摘



②-2.ナルトビエイによる食害

平成１８年評価委報告書での指摘



③-1.｢長崎県海域での減少要因を解明すべき｣

平成１８年評価委報告書での指摘



③-2.｢タイラギ幼生の輸送状況に及ぼす潮流変化の影響を解明す
べき｣

平成１８年評価委報告書での指摘



③-3.大量斃死発生メカニズム

平成１８年評価委報告書での指摘



11

① 資源の近況に関する調査結果
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元々変動幅が大きいが、近年は振幅が小さく、かつ周期も長い
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■ CPUEの変動 ■
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１９７６～１９９９年までのタイラギ成貝の分布

欠測
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■ タイラギ成貝の分布：2000年以降 ■

1997年 1999年 2001年

2003年 2005年 2007年

2009年 2011年

15



16

0.0 

30.0 

60.0 

90.0 

120.0 

150.0 

180.0 

210.0 
殻

長
（
ｍ

ｍ
）

潜水器漁場のタイラギ殻長の推移（年級群別）

17年級群

18年級群

19年級群

20年級群太良沖

21年級群（大牟田沖）

着底 １才 ２才

■ 成長曲線の年変動 ■



17

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

7.0 

8.0 

8
/
2
0

1
0
/
2
0

1
2
/
2
0

2
/
2
0

4
/
2
0

6
/
2
0

8
/
2
0

1
0
/
2
0

1
2
/
2
0

2
/
2
0

4
/
2
0

貝
柱

重
量

（
ｇ
）

潜水器漁場のタイラギ貝柱重量の推移（年級群別）

20年級群(太良沖)

21年級群（大牟田沖）

着底 １才

■ 貝柱の成長 ■



18

0 0

    2

    2

    2

    2

    4

    4

    4

    4

    6

    6

    6

    6

    8

    8

    8

    8

Ｎ Ｎ

Ｓ Ｓ

風
速

 (
m

/
s)

<2008/08/01 00:00～2008/09/01 00:00>

8/01 8/03 8/05 8/07 8/09 8/11 8/13 8/15 8/17 8/19 8/21 8/23 8/25 8/27 8/29 8/31

2009年風向風速（佐賀）



19

■ タイラギ着底直後の稚貝分布

有明湾奥における2003から2005年の新規着底タイラギ稚貝の水平分布。

年によって1m2あたり100個体

を越える着底が認められるが、
潜水調査で目視可能なサイ
ズに至るまでに、１桁以上の
減耗が起きている

着底直後の不安定な時期の
減耗要因について、逸散か、
死亡か、食害か、十分なフォ
ローアップ調査がない
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② 資源低下要因に関する調査結果
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■ 泥分率の経年変化 ■

泥化が広域化したという結果は必ずしも得られていない
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■ 中央粒径値 ■

有明海西部では２００５年以降細粒化が改善している
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■ 酸揮発性硫化物（AVS） ■

２０００年代の中頃は西部海域でやや改善傾向であった
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■ IL（強熱減量） ■

西部海域で2000年に有機物の蓄積が認められる
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■ 有明湾奥の底質の経時的変化 ■

定点ごと、項目ごとの変動と二枚貝資源との関係を精査する必要あり
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速水（2007）

梶原ら（2007）



２０１０年８月４日 ２０１１年７月２５日 ２０１２年８月１０日

■ 有明海における底層溶存酸素飽和度の水平分布 ■
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■ 立ち枯れへい死と肥満度との関係 ■

川原ら2004佐賀水試研報より
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■ 立ち枯れへい死と中腸腺色素含量 ■
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■ 立ち枯れへい死とグリコーゲン含量 ■

立ち枯れへい死しやすい海域で、へい死前にグリコーゲン減少認められる

川原ら（2004） 水産総合研究センター（2009）



表２．タイラギ生殖腺の発達過程（潜水器漁場）
　　　　　　　　　

　０７０４２６　　 ２ 　　 　　 －　　　　　　 ０７１２１８　　　 ０～２　　 　　　－

　０７０５１１　 ２～３　　　　　 ＋　　　 ０８０１１３　　 ０～２　 　　　　＋

　０７０５２４　　　３　 　　 ＋　　　　 ０８０１１５　　　 ０～２　　　　　＋＋

　０７０６０６　　　３ 　 　　 ＋　　　　 ０８０３０３ 　　 ０～２　　　　　 ＋

　０７０６２５　 ３～５　 ＋＋　　　　　 ０８０３１８　　　　 ２　　　　　　　－

　０７０７１１　 ４～５　 ＋＋＋　　　　 ０８０４１６　　　 ２～３　　　　 ＋＋

　０７０７２４　　 ３～５　 ＋＋ 　　　　 ０８０５１４　　　 ２～４　　　　 ＋＋＋

　０７０８０８　　 ３～５　 ＋＋＋　　　　 ０８０５２９　　　 ３～４　　　　 ＋＋

　０７０９０６　　 ３～５　 ＋＋　　　　　 ０８０６１３　　　１～４　　　　 ＋＋＋

　０７０９２０　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０６３０　　　 ２～４　　　　 ＋＋

　０７１００４　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０７１４　　　 ２～５　　　 ＋＋＋

　０７１０１９　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０７２９　　　 ２～５　　　　 ＋＋

０７１１０６　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０８１１　　　 ３～５　　　　 ＋＋

０７１１２０　　　 ５　 　 －　　　　　 ０８０８２６　　　 ３～５　　　　 ＋＋

０７１２０６　　 ５～０　 ＋

　 日　時　　生殖腺　　組織病変　　　日　時　　 生殖腺　　組織病変　
　　　　 　　　　　　　　　　

成熟が進むにつれて組織病変が顕在化→放精放卵による疲弊あり

■ 立ち枯れへい死と成熟との関連 ■

31

産卵期は6月下旬から9月上旬
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■ 底質とタイラギ出現との関係 ■

1975～79年の有明海中西部

寄生性多毛類
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■ 底質とタイラギ出現との関係 ■

2000年以降
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■ 無機懸濁物がタイラギに与える影響 ■

殻長120～145mm

15日間飼育
実
験
前

懸
濁
物
な
し

カ
オ
リ
ン
追
加

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
追
加

柳
川
浮
泥
追
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大
牟
田
浮
泥
追
加

諫
早
浮
泥
追
加

圦本ら（2008）
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荒尾干潟で底生性付着珪藻が高い
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■ タイラギ胃内容物の比較 ■
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干潟域のタイラギは実際に底生性付着珪藻を多く摂食している
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福岡県海域におけるプランクトン沈殿量の経年変化
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③ タイラギ等二枚貝減耗要因の構図



これまでに判明した要因（タイラギ関連）

• タイラギは、生物として元々大発生と大絶滅を繰り返すという
特徴を有している（波が大きい）

• かつてタイラギ漁場として広がっていた西部海域での貧酸素化
などの海底環境悪化は、長期的な漁場の縮小と漁獲量低迷の
主たる要因である

• 漁獲が多かった時期も不漁である現在も、タイラギは底質の細
粒化と反比例関係が強く認められる（泥場に不向きな生物）

• ナルトビエイなどの食害は突発的に発生するが、長期的な減
少要因とは言えない

• ウイルスや寄生虫も、日和見発病であり、主要な減耗要因とし
ては断定できなかった。
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現在の有明海におけるタイラギ個体群の状況

衰弱・死亡

高濁度水の移流

成長・生残

細流化した底質・硫化物量大

貧酸素水の侵入

海 面
沖合域 干潟域干潟縁辺域

主力漁場

産卵母貝群

立ち枯れへい死

濁度低、餌多い



瀬戸内海におけるマクロベントス出現量の分布図

瀬戸内海におけるIL（強熱減量）の分布図

タイラギ漁場

タイラギ漁場
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瀬戸内海のタイラギ漁場での強熱減量（有機物含量の指標）は４％以下
有明海はほとんど４％越えである →漁場としては元々限界に近い？

２００５年のIL（強熱減量）の水平分布



今後取り組むべき調査研究（タイラギ関連）

• タイラギ特有の生理特性を把握する：タイラギが生物として持っている特
有の環境応答を十分に解明できていない。2012年冬季は珪藻赤潮に
よって他の二枚貝は劇的に回復するのに、タイラギだけが死んでいった

• 幼生から着底稚貝も調査対象：環境要因との関係を解析するためには、
すべての生活史を網羅した調査研究体制が必要。幼生の加入ルート、
着底から目視できるサイズまでの大量減耗に関する知見が欠如している
徐々に痩せる原因：立ち枯れへい死を考えると、タイラギが産卵期前に
十分に成熟しない要因が大きいが、十分に詰め切れていない。本当に
ちゃんと餌を食べているかどうか、直接評価できる項目を調査に取り入
れるべき（例えば身入り度や中腸腺色素量、酵素活性など）

• 底泥の生物学的評価：単純に粒径や硫化物濃度の数字だけでは推し量
れない部分もある。「悪い泥」はどこが悪いのか徹底解析すべき

• 懸濁物の評価手法確立：タイラギにとって、良い濁り、悪い濁りがある筈
である。それも、長期的な影響評価が必要である

• 覆砂を科学的に評価：費用対コストで無限に覆砂はできない。いずれは
覆砂に頼らない二枚貝資源回復を懸命に追求すべき
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有明海で起こっている異変の本質と対策の効果

ベントス（二枚貝など）の減少によって過剰な一次生産物が発生、これら
が利用されずに海底環境の悪化を引き起こし、結果的に生物による物質
転送能力が低下している

（栄養はあっても高次の生物へ繋がらない負のスパイラル）

藻場や干潟の造成という選択肢は難しい（干潟は既にある）

陸上からの栄養物質の過剰負荷で負のスパイラルが起きているというよ
り、二枚貝が底抜けに減少することで、スイッチが入っているのではない
か

覆砂は有効だが持続性がないために一時しのぎで高コストであり、根本
解決には繋がらない

二枚貝の減少要因を徹底解明し、それらが自然と増える環境を誘導する
しか環境改善の手法はあり得ないのではないか



二枚貝など
ベントス減少

赤潮発生

貧酸素発生

底層への有機
物負荷増大

資源管理・放流

漁場改善（覆砂など）

ろ過食性生
物による除
去（例えば
カキ増養
殖）

栄養塩負荷低減

移植・避難

負のスパイラル



ハマグリ
1982年代
0.6万トン

アサリ
1984年
9万トン

タイラギ
1979年
2.4万トン

サルボウ
1972年
2.2万トン

アゲマキ
1906年
1.4万トン

■ 有明海における主要二枚貝の分布特性と漁獲量 ■

カキ礁（1977年） 現存量17万トン
河川



有明海の二枚貝を巡る連関図（案）
正の要因（強）

正の要因（中）

正の要因（小）負の要因（小）

負の要因（中）

負の要因（強）

要因が疑われる

ほとんど関連性なし

負の要因からの人為的回避策

ここで色分けされた正負の意味は、二枚貝類の生息環境にとって、正や負のインパクトを
述べているものであって、ベクトルの起点から終点までのフローやストックを示していない。
例えば、赤矢印は二枚貝類にとって「負の要因」として色分けされている

負の要因
（第２回小委の検討対象外）

負の要因が疑われる
（第２回小委の検討対象外）
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干 潟
域

有明海
西部

有明海
東部

備 考

細粒化した底層
× ○ ×

着底稚貝減少(1)、懸濁物増加、生残率
の低下(2)

貧酸素水塊
× ○ △

溶存酸素2 mg/L以下が2日間以上継続
(3)

底質中の硫化水素
× △ △

間隙水中の遊離硫化水素の影響は複雑
(4)

浮泥（濁り）
× △ △

無機懸濁物はタイラギに有害(5)。長期的

な影響が不明

低塩分
○ × ×

20 psu以下が数日以上継続(6)

赤潮（Chattonella属）
× × ×

急性毒性なし(7)

食害生物の捕食圧 ○ ○ ○
エイ、イシガニ、タコなど、突発的、局所
的な減耗要因(8)

病気（ウイルス）
△ - △

日和見感染が疑われる(9)

寄生虫（多毛類、条虫） × △ △
日和見感染が疑われる(10)

成熟との関連 △ △ △
死亡時期は産卵期に概ね一致する(11)、
年級群によりへい死時期が異なる(12)

餌不足・摂餌不良 × △ ○
冬期から春先の珪藻ブルーム低下(13)、
無機懸濁物による摂餌阻害など(5)

○：関連性あり △：関連が疑われる ×：関連性なし ―：知見なし

タイラギへい死と各種要因との関連性


